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花粉の少ない森林づくりに向けて
特集



戸隠・大峰自然休養林（中部森林管理局）表紙の写真：

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202401.html

webアンケートにご協力をお願いします！
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情報誌「林野」では毎号アンケートを募集しています。
昨年頂いたご感想の中から主なものを紹介します。
情報誌「林野」では毎号アンケートを募集しています。
昨年頂いたご感想の中から主なものを紹介します。

読者のみなさまからの

ご感想

２月２月 ２月２月

４月４月

９月９月 １０月１０月

１１月１１月

　「レクリエーションの森」の紹介

は、これまでには知らなかったと

ても美しい自然を知る良い機会と

なりました。是非訪れてみたいと

思いました。

　写真コンテスト良かったです。

森で働く人のかっこよさが伝わっ

てきました。

　特集「暮らしを変える“推し”

ウッドチェンジ」にて、受賞作品の

紹介として開発秘話を教えてくださ

り、大変興味深く、情熱とストーリー

が伝わってきました。

　森林の表層崩壊防止機能の解説は

参考になった。こうした森林への理

解が深められる分かりやすい企画は

大歓迎である。豪雨被害後の復旧に

ついての解説もよかった。

　「森林環境税」と「森林環境譲与税」

のそれぞれの説明により、いままで

その違いすら理解できていなかった

のが、一挙に解決しました。今後

もっとＰＲを図ることで、有効的な活

用が図られる事を期待します。

　花粉発生源対策の話題は時節柄

興味深かった。取組は季節に関係

なく進められていると思われるの

で、花粉が飛ぶ季節だけでなく、

この種の話題は年間を通してもっ

と取り上げて欲しい。

神宮干支一刀彫（神宮司庁）
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今
回
の
応
募
及
び
審
査
の
状
況

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
６
月
、
７
月
の
大
雨
を
始
め
と
す
る

自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関

係
者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

戦
後
我
が
国
に
お
い
て
造
成
し
て
き
た
人
工

林
の
多
く
が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源

の
循
環
利
用
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
と
地
域

の
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網
の
整
備
、

搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
木
材
加
工
流
通
施

設
の
整
備
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
建
築

物
へ
の
利
用
促
進
等
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
こ
れ
ま
で
に
な
く

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
し
て

お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

森
林
整
備
や
治
山
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
花
粉
症

に
つ
い
て
関
係
閣
僚
会
議
が
開
か
れ
、「
花
粉

症
対
策
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
花
粉
症
の
原
因
で
、
有
病
率
が

最
も
高
い
ス
ギ
花
粉
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
発

生
源
で
あ
る
ス
ギ
人
工
林
の
面
積
を
10
年
後
に

約
２
割
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
そ
の
伐

採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
林
業

の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保
等
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
必
要
な
予
算
を
令
和
５
年
度

補
正
予
算
で
新
た
に
措
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

花
粉
症
対
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題

と
な
る
中
、
作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の

確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
林
業
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
１
年
間
就
業
可
能
な
技
能

実
習
１
号
の
み
が
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
複
数
年
の
就
業
が
可
能
な
技
能
実
習
２
号
・

３
号
、
特
定
技
能
１
号
の
適
用
対
象
に
本
年
中

に
追
加
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
業
界
団
体
の

皆
様
と
も
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・
高
齢

化
が
加
速
化
す
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
木
材
需
要
の
大
半
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野

で
の
国
産
材
の
利
用
促
進
に
加
え
て
、
非
住
宅

分
野
の
公
共
建
築
物
・
中
高
層
建
築
物
の
木
造

化
・
木
質
化
を
進
め
、
国
産
材
需
要
の
さ
ら
な

る
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
地
球
規
模
で
の
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を

進
め
る
取
組
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
国
内
で

は
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活
用
が
進
む
と
と

も
に
、
昨
年
10
月
に
は
東
京
証
券
取
引
所
に

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
森
林
に
つ
い
て
も
、
森
林
管
理
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し

て
認
定
す
る
取
組
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
５
年

の
森
林
由
来
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
量
は

昨
年
過
去
最
高
を
記
録
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
、
森
林
分
野
で
の
活
用
拡
大
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
は
森
林
環
境
税
の
課
税
が
開
始

さ
れ
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
が
約
６
０

０
億
円
に
増
額
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
さ
ら

に
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
で
は
、
森
林
整
備

を
一
層
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
譲
与
基
準
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
国
民
の
皆
様
に
御
負
担
い
た
だ
く
こ

の
貴
重
な
税
を
効
果
的
に
活
用
し
、
そ
の
取
組

の
成
果
を
積
極
的
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
林
野
庁
と
し
て
も
活
用
促
進

に
向
け
た
市
町
村
に
対
す
る
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
や
広
報
の
取
組
強
化
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
山
地
災
害
の
防
止
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

令
和
６
年

青
山
長
官
年
頭
所
感

森
林
の
公
益
性
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が
高
ま

る
中
で
、
昨
年
12
月
に
策
定
し
た
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
公

益
を
重
視
し
た
管
理
経
営
を
よ
り
一
層
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
が
一
定
期
間
の
う
ち
に
安
定

的
に
樹
木
を
採
取
で
き
る
「
樹
木
採
取
権
制
度
」

が
全
国
８
か
所
で
動
き
出
し
て
お
り
、
地
域
に

お
け
る
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
川
中
と
の
連
携
を
通
し

て
国
産
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
に
も

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
「
改
正
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
」
に
つ
い
て
は
、
合
法
伐
採

木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
木
材
関
連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
広
く
消

費
者
の
皆
様
の
御
理
解
も
頂
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
関
係
者
へ
の
周
知
等
を
行
い
、
違
法

伐
採
対
策
の
取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ

て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に
発
展

さ
せ
、
ま
た
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様

が
、
林
産
物
の
供
給
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源

の
か
ん
養
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
生
物
多
様

性
の
保
全
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆

様
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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花
粉
発
生
源
対
策
の
趣
旨

花粉の少ない森林づくりに向けて
－林野庁による花粉発生源対策の取組－

特集

ス
ギ
は
、
成
長
が
早
く
、
加
工
し
や
す
い
た

め
、
古
く
か
ら
各
地
で
植
え
ら
れ
、
建
築
材

や
家
具
材
な
ど
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
戦
後
は
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧

や
、
高
度
経
済
成
長
期
の
旺
盛
な
木
材
需
要

に
応
え
る
た
め
、
ス
ギ
を
中
心
と
す
る
人
工
林

の
植
林
が
進
め
ら
れ
、
我
が
国
の
人
工
林
は

約
１
千
万
ha
ま
で
達
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

ス
ギ
の
人
工
林
は
、
全
人
工
林
の
約
４
割
を
占

め
て
お
り
、
現
在
で
は
、
そ
の
半
分
以
上
が

50
年
生
以
上
の
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ギ
は
、
20
年
生
程
度
以
降
か
ら
花
粉
を

飛
散
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
花
粉
発

生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
花
粉
の
少
な
い

森
林
に
植
え
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資料：林野庁「森林資源の現状」（令和４年３月３１日現在）
※ 「人工林、天然林、その他」のうち、「その他」とは竹林と無立木地の合計。
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花
粉
症
対
策
の
全
体
像

政
府
全
体
と
し
て
、
花
粉
症
対
策
の
取
組

を
進
め
る
た
め
、
令
和
５
年
４
月
に
「
花
粉

症
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
同
５
月
に
開
催
さ
れ
た
第
２
回
の

会
議
で
は
、「
発
生
源
対
策
」、「
飛
散
対
策
」、

「
発
症
・
曝
露
対
策
」
を
三
本
柱
と
す
る
「
花

粉
症
対
策
の
全
体
像
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

同
全
体
像
で
は
、「
発
生
源
対
策
」
と
し
て

は
、
10
年
後
に
は
花
粉
発
生
源
と
な
る
ス
ギ

人
工
林
を
現
状
か
ら
約
２
割
減
少
さ
せ
、
将

来
的
（
約
30
年
後
）
に
は
半
減
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え

等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大
、
花
粉

の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
飛
散
対
策
」
と
し
て
は
、
ス
ギ
花

粉
飛
散
量
の
予
測
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止
、

「
発
症
・
曝
露
対
策
」
と
し
て
は
、
花
粉
症
の

治
療
、
花
粉
症
対
策
製
品
の
普
及
、
予
防

行
動
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

発生源対策

国土交通省省

林野庁

林野庁

林野庁

１０年後には花粉発生源のスギ人工林を約２割減少させることを目指す。スギ人工林由来の花粉が約２割減少
すれば、花粉量の多かった今シーズンであっても平年並みの水準まで花粉量を減少させる効果が期待できる。
また、将来的（約３０年後）には花粉発生量の半減を目指す。

● スギ人工林の伐採・植替え等の加速化
　スギ人工林の伐採を約５万ha/ 年→（１０年後）約７万ha/年まで増加させるとともに、
　花粉の少ない苗木や他樹種による植替え等を推進
▶ 花粉発生源となるスギ人工林の減少スピードを約２倍に
　　（花粉発生源スギ人工林減少推進計画（略称：スギ伐採加速化計画））

・スギ材需要の拡大
　住宅分野でのスギ材製品への転換促進、木材活用大型建築の新築着工面積の倍増等
　－ スギ製材・合板・集成材等のＪＡＳ材の増産に向けた加工流通施設の国内整備の支援、国産材の利用割合
　　の低い横架材等について輸入材を代替可能な製品を製造する技術の普及等、安定供給体制の構築
　－ ＪＡＳ規格・建築基準の合理化
　－ 国産材を活用した住宅に係る表示の仕組みの構築（花粉症対策への貢献度を明示）
　－ 建築物に係るライフサイクルカーボンの評価方法の構築（３年を目途）
　－ 住宅生産者による花粉症対策の取組の見える化　等
　　⇒ 需要を１,２４０万㎥→（１０年後）１,７１０万㎥（４７０万㎥増）に拡大

・花粉の少ない苗木の生産拡大
　－ 国・自治体等における苗木生産体制の短期的かつ集中的な整備
▶ １０年後には花粉の少ないスギ苗木の生産割合をスギ苗木全体の９割以上に引上げ

・林業の生産性向上及び労働力の確保
　労働力の大幅な減少が見込まれる中、
　－高性能林業機械の導入支援等により生産性を向上
　－外国人材の受入れ拡大、新規就業者の確保・育成、処遇の改善、農業など他産業との連携、地域おこし
　　協力隊との連携等により、労働力の減少に歯止めをかけ、１０年後も現在と同程度の林業人材を確保
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「
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

と
令
和
５
年
度
補
正
予
算

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
の
会
議

で
は
、「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」
に
基
づ
き
、

初
期
の
段
階
か
ら
集
中
的
に
実
施
す
べ
き
対

応
と
し
て
、「
花
粉
症
初
期
集
中
対
応
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
本
年
度
中
に
「
ス

ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
」
を
設
定
し
て
、

ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植
替
え
等
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
ス
ギ
材
の
住
宅
分
野
等
で
の

需
要
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡

大
な
ど
の
取
組
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受
け
て
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
で
は
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植

替
え
等
を
加
速
化
す
る
た
め
、「
ス
ギ
人
工
林

伐
採
重
点
区
域
」
を
対
象
に
、

❶　
「
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進

　

事
業
」
と
し
て
、
森
林
経
営
計
画
の
未
策

　

定
森
林
に
お
け
る
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

　

植
替
え
に
植
替
促
進
費
（
最
大
35
万
円
／

ha
）
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
林
業
経
営

　

体
に
よ
る
森
林
所
有
者
へ
の
伐
採
・
植
替

　

え
の
働
き
か
け
に
植
替
活
動
金
（
12
万
円

／
ha
）
を
交
付

❷
「
林
相
転
換
特
別
対
策
（
特
定
ス
ギ
人
工

林
）」
と
し
て
、
ス
ギ
人
工
林
に
お
け
る
伐
採

か
ら
造
林
ま
で
の
一
貫
作
業
に
対
す
る
支
援

す
る

な
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
ス
ギ
人
工
林
伐
採
重
点
区
域
」
は
、

全
国
の
ス
ギ
人
工
林
の
約
２
割
が
該
当
す
る

よ
う
に
、
都
道
府
県
が
、
①
県
庁
所
在
地
等

か
ら
50
㎞
圏
内
に
あ
る
ま
と
ま
っ
た
ス
ギ
人

工
林
や
、
②
ス
ギ
人
工
林
の
分
布
状
況
や
気

象
条
件
等
か
ら
、
ス
ギ
花
粉
を
大
量
に
飛
散
さ

せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
都
道
府
県
が
特
に
認

め
る
森
林
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
花
粉
症
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
け
る
林
野
庁
の
取
組

10
年
後
に
花
粉
発
生
源
の
ス

ギ
人
工
林
を
約
２
割
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
花
粉
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

も
、
平
年
並
み
の
水
準
ま
で
減

少
さ
せ
る
効
果
が
期
待
。
将
来

的
（
約
30
年
後
）
に
は
花
粉
発

生
量
の
半
減
を
目
指
す
。

（
１
）
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
植

　
　
替
え
等
の
加
速
化

・　

本
年
度
中
に
「
ス
ギ
人
工
林
伐
採

重
点
区
域
」
を
設
定

・　

伐
採
・
植
替
え
の
一
貫
作
業
と
路
網

整
備
の
推
進

・　

意
欲
あ
る
林
業
経
営
体
へ
の
森
林

の
集
約
化
の
促
進

１．
発
生
源
対
策

齢級別スギ人工林の面積
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花
粉
飛
散
防
止
剤
の
開
発

　

こ
れ
ま
で
、
林
野
庁
で
は
、
ス
ギ
花
粉
の

飛
散
を
防
止
す
る
薬
剤
と
し
て
、「
シ
ド
ウ
ィ

ア
菌
」
と
「
パ
ル
カ
ッ
ト
」
の
開
発
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。

　
「
シ
ド
ウ
ィ
ア
菌
」
は
、
ス
ギ
の
雄
花
だ
け

に
感
染
し
て
、
雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
菌
類
で

す
。
こ
れ
ま
で
、（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備

機
構
が
、
シ
ド
ウ
ィ
ア
菌
を
人
為
的
に
散
布

し
て
、
雄
花
を
枯
死
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し

て
き
ま
し
た
。

　
「
パ
ル
カ
ッ
ト
」
は
、
食
品
添
加
物
の
ト
リ

オ
レ
イ
ン
酸
ソ
ル
ビ
タ
ン
を
基
に
製
造
さ
れ

る
薬
剤
で
、
秋
期
に
ス
ギ
に
散
布
す
る
と
、

雄
花
の
細
胞
が
衰
え
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
、
翌
春
の
花
粉
量
を
低
減
さ
せ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
東
京
農
業
大
学
が
、
パ
ル
カ
ッ
ト

の
実
用
化
に
向
け
た
開
発
を
進
め
て
き
て
お

り
、
既
に
、
地
上
散
布
に
つ
い
て
は
、
農
薬

登
録
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

両
剤
と
も
、実
用
化
に
向
け
て
は
、効
果
的
・

効
率
的
な
散
布
技
術
の
開
発
や
薬
剤
の
改
良

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
林
野
庁

で
は
、「
飛
散
対
策
」
の
一
環
と
し
て
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
、
花
粉
飛
散
防
止

剤
の
実
証
試
験
や
環
境
影
響
調
査
の
実
施
を

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
の
予
測

・　
ス
ギ
雄
花
花
芽
調
査
の
民
間
提
供

情
報
の
詳
細
化

・　
航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
森
林
資
源

情
報
の
高
度
化
及
び
デ
ー
タ
の
公
開
を

推
進

（
２
）
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止

・　
森
林
現
場
で
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止

剤
の
実
証
試
験
・
環
境
影
響
調
査
を

実
施

（
２
）
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大

・　
住
宅
分
野
に
お
け
る
輸
入
材
か
ら
ス
ギ

材
へ
の
転
換
促
進

・　
集
成
材
工
場
、保
管
施
設
等
の
整
備
支
援

・　
建
築
物
へ
の
ス
ギ
材
利
用
の
機
運
の
醸
成

（
３
）
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産

　
　
拡
大

・　
森
林
研
究
・
整
備
機
構
に
お
け
る
原
種

増
産
施
設
の
整
備
支
援

・　
都
道
府
県
に
お
け
る
採
種
園
・
採
穂

園
の
整
備
支
援

・　
民
間
事
業
者
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
増

産
施
設
の
整
備
支
援

・　
ス
ギ
の
未
熟
種
子
か
ら
苗
木
を
増
産

す
る
技
術
開
発
支
援

（
４
）
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び

　
　
労
働
力
の
確
保

・　
意
欲
あ
る
木
材
加
工
業
者
等
に
対

す
る
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
支
援

・　
農
業
・
建
設
業
等
の
他
産
業
、
他

地
域
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の
連
携

の
推
進

・　
外
国
人
材
の
受
入
れ
拡
大

２
．
飛
散
対
策

高性能林業機械

 飛散防止剤により枯死した雄花

コンテナ苗生産施設
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今
春
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
の

見
込
み
に
つ
い
て

「
花
粉
削
減
対
策
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
２
３
」の
開
催

お
わ
り
に

スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム２０２３のチラシ

講演会等花粉症対策製品の展示等

ス
ギ
雄
花
の
生
育
は
、
前
年
夏
（
６
月
〜
８

月
、
特
に
花
芽
が
分
化
す
る
６
月
）
の
気
象

条
件
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
夏
の
日
照
時

間
が
長
く
気
温
が
高
い
場
合
に
は
、
ス
ギ
雄

花
の
着
花
量
が
多
く
な
り
、
翌
年
春
の
花
粉

飛
散
量
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
花
粉
飛

散
量
が
多
い
年
の
翌
年
は
ス
ギ
雄
花
の
着
花

量
が
減
少
す
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
環
境
省

と
林
野
庁
が
ス
ギ
雄
花
花
芽
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
今
年
度
の
ス
ギ
雄
花
の
着
花
量
は
、

地
域
に
よ
り
大
き
な
ば
ら
つ
き
は
あ
り
ま
す

が
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
過
去
10
年

平
均
値
と
比
べ
る
と
、
同
程
度
か
、
や
や
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
同
時
期

と
比
較
し
て
も
、
一
部
を
除
い
て
、
多
く
の

都
府
県
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
春
に
お
け
る
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
量
は
、

前
年
秋
時
点
に
お
け
る
ス
ギ
雄
花
の
着
花
量

（
花
粉
生
産
量
）
に
大
き
く
依
存
し
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
補
助
事
業
に
よ
り
、
花
粉

発
生
源
対
策
に
関
す
る
最
新
の
取
組
を
紹
介

す
る
一
般
向
け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を

支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、（
一
社
）

全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
の
主
催
に
よ
り
、

12
月
に
埼
玉
県
で
、「
花
粉
症
削
減
対
策
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
林
野
庁
か
ら
「
花

粉
症
対
策
の
全
体
像
」
や
「
初
期
集
中
対
応

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
く
取
組
を
紹
介
し
た

上
で
、
埼
玉
県
か
ら
、
ス
ギ
材
利
用
を
通
じ

た
花
粉
発
生
源
対
策
の
取
組
、（
国
研
）
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
花
粉
の
少
な
い
品

種
開
発
の
取
組
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
花
粉
量
予
測
の
た
め
の
雄
花

量
調
査
の
結
果
、
花
粉
と
気
候
の
関
係
、
花

粉
症
の
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
も
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
場
で
は
、
花
粉
の

少
な
い
ス
ギ
苗
木
や
空
気
清
浄
機
や
マ
ス
ク
な

ど
の
花
粉
対
策
製
品
の
展
示
、
埼
玉
県
産
材
に

よ
る
ス
ギ
製
品
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
は
、
４
府
県
で
林

業
関
係
者
を
対
象
と
す
る
「
花
粉
発
生
源
対
策

普
及
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
て
、
花
粉
発
生
源

対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ギ
花
粉
症
の
有
病
率
は
、
既
に
人
口
の

４
割
以
上
に
達
し
て
お
り
、
森
林
・
林
業
関

係
者
に
は
、
花
粉
飛
散
量
の
削
減
に
向
け
て
、

花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
れ
か
ら
、「
花
粉
症
対

策
の
全
体
像
」
に
基
づ
く
花
粉
発
生
源
対
策

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
に
も
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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TOPICS 01木で暮らしと社会を豊かにするモノ・コトを表彰

ウッドデザイン賞２０２３
最優秀賞等が決定！

　ウッドデザイン賞は第９回を迎え、今年度は、大阪・関西万博特別賞が
新設されました。全国各地から３５５点の応募があり、２３８点がウッドデ
ザイン賞を受賞しました。さらに、受賞作品の中から、最優秀賞等上位
賞が選ばれ、１２月６日（水）に表彰式が行われました。　

最優秀賞

大阪・関西万博特別賞 優秀賞（林野庁長官賞）

農林水産大臣賞
林業×福祉連携プロジェクト「森ｔｅｂａｃｏ」
パワープレイス㈱（東京都）、社会福祉法人 幸仁会 川本園（埼玉県）、
NPO法人 木育・木づかいネット（東京都）

新しい木製品のデザイン
により付加価値を高め、障
害者の雇用や誇りを持って
働ける場をつくる林福連携
プロジェクト。

その他の受賞作品及びそれらの詳細については、下のＵＲＬをご覧ください。
▶ https://www.wooddesign.jp/

ソーシャルデザイン部門

環境大臣賞
森の麓の拠点「さとのえ」の取り組み
㈱サカモト（宮城県）

森に親しむワーク
ショップ等を行うモデル
ハウス。地域産材を用
いて地域の職人が施工。
環境負荷低減にも配慮。

ソーシャルデザイン部門

ＦＡＲＭ  ＦＲＯＮＴ ｓｅｋｉ_ｎｏｅｎ
㈲米山工務店

ソーシャルデザイン部門

経済産業大臣賞
Ｇｙｗｏｏｄ®テーブル用天板
ナイス㈱（神奈川県）

スギ材に表層圧密技術
Gywood®を施すことで、
強度・硬度を向上させた
軽量なテーブル用天板。
オフィスや学校のウッド・
チェンジ促進に期待。

国土交通大臣賞
北海道地区ＦＭセンター
㈱竹中工務店北海道支店（北海道）、西條産業㈱（北海道）、
ようてい森林組合（北海道）、㈱ハルキ（北海道）、
協同組合オホーツクウッドピア（北海道）　

　一般流通材を用いた
亜寒帯気候地域におけ
る非住宅木造のプロトタ
イプを目指したオフィス。

ソーシャルデザイン部門

ハートフルデザイン部門

蒜山そばの館
㈱ＳＴＵＤＩＯ ＹＹ ほか

ソーシャルデザイン部門

ごはんや一芯 京都店
㈱ムーンバランス

ソーシャルデザイン部門

ジューテック本社ビル
鹿島建設㈱ ほか

をはじめ９作品

ライフスタイルデザイン部門
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令
和
６
年
度
予
算
概
算
決
定
及
び

令
和
５
年
度
補
正
予
算
の
概
要

12
月
22
日
に
閣
議
決
定
し
た
令
和
６
年
度
当
初
予
算
、
11
月
29
日
に
成
立
し
た

令
和
５
年
度
補
正
予
算
の
中
か
ら
主
な
施
策
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

TOPICS

02
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策　

【
６
当
初
：
１
４
４
億
円
】

林
業
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化
対
策

【
５
補
正
：
４
５
８
億
円
】

　

令
和
６
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
、
総
額
４
，４
０
２
億
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

特
に
、
公
共
事
業
（
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
）
は
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
と
し
て
１
，
８
７
７
億
円
、
令
和
５
年

度
補
正
予
算
と
し
て
７
４
５
億
円
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強

化
対
策
（
非
公
共
）
60
億
円
（
当
初
・
補
正
）
を
措
置
し
、
総
額

２
，
６
８
２
億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
を
実
現
し
、
花
粉
発
生
量
の

削
減
に
も
資
す
る
よ
う
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
政
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

　

国
産
材
供
給
体
制
の
強
化
と
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
確

立
に
向
け
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
、
搬
出
間
伐
の
実
施
、
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
の
安
定
供
給
と
と
も
に
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整

備
、
特
用
林
産
振
興
施
設
の
整
備
等
の
推
進
に
向
け
た
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

林
業
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策　

　

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
や
木
質
系
新
素
材
の

開
発
・
実
証
、
森
林
資
源
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
新
技
術
を

活
用
す
る
高
度
技
能
者
の
育
成
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
戦
略
拠
点
の
構
築
等
を
支

援
し
ま
す
。

建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策　
　
　

　

木
質
耐
火
部
材
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
建
築
物
へ
の
利
用
実

証
・
普
及
、
大
径
材
活
用
に
向
け
た
技
術
開
発
、Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向
け
た
中
小
工
務
店
と
製

材
工
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
製
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築
物

の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
技
術
開
発
や
設
計
・
建
築
実
証
等

を
支
援
し
ま
す
。

木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策　
　

　

非
住
宅
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促
進
、
工
務
店
の

技
術
サ
ポ
ー
ト
、
木
材
製
品
の
輸
出
促
進
、
合
法
性
確
認
の

取
組
な
ど
の
合
法
伐
採
木
材
の
利
用
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
活
用
し
た
「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
、
特
用

林
産
物
の
需
要
拡
大
等
を
支
援
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策　
　
　

　
「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ
の
体
系
的
な
研

修
、
就
業
前
の
青
年
へ
の
給
付
金
支
給
、
高
校
生
の
林
業
体

験
学
習
や
女
性
の
活
躍
促
進
、
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
、

林
業
経
営
体
の
安
全
診
断
な
ど
の
労
働
安
全
対
策
、
森
林
経

営
管
理
制
度
を
担
う
技
術
者
の
能
力
向
上
等
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策　
　
　

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
を
プ
ラ
ス
転
換
す

る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
技
術
の
導
入

に
よ
る
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
等
を
支
援
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
金
融
対
策　
　
　

　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
が
行
う
機
械
導
入
・
施

設
整
備
に
対
す
る
融
資
の
円
滑
化
を
支
援
し
ま
す
。

森
林
・
山
村
地
域
振
興
対
策　
　
　

地
域
の
活
動
組
織
や
都
市
部
と
の
連
携
に
よ
る
里
山
林
の

保
全
管
理
や
利
用
、
国
民
参
加
の
植
樹
の
推
進
、
新
た
な

森
林
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
・
普
及
に
向
け
た
取
組
、
森
林
由

来
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
・
活
用
に
向
け
た
取
組
等
を
推
進
し

ま
す
。
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花
粉
症
解
決
に
向
け
た
緊
急
総
合
対
策

【
５
補
正
：
60
億
円
】

10
年
後
に
花
粉
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林
を
２
割
減
少

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
花
粉
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
も
現
在

の
平
年
並
み
の
花
粉
量
ま
で
と
な
る
よ
う
、
花
粉
症
対
策
初

期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
掲
げ
ら
れ
た
、
ス
ギ
人
工
林
の

伐
採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡
大
、
花
粉

の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
林
業
の
生
産
性
向
上
及
び
労

働
力
の
確
保
、
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
の
予
測
・
ス
ギ
花
粉
の
飛

散
防
止
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
整
備
事
業

【
６
当
初
：
１
，２
５
４
億
円
、
５
補
正
：
４
７
７
億
円
】

　

森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
・
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
間
伐
、

主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
の

推
進
に
加
え
、
花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
ス
ギ
人
工
林
の
伐

採
・
植
替
え
等
を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業

【
６
当
初
：
６
２
４
億
円
、
５
補
正
：
２
６
８
億
円
】

　

豪
雨
・
地
震
等
に
起
因
す
る
山
地
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
、
流
木
対
策
や
機
能
強
化
対
策
の
充
実
、

流
域
治
水
と
の
連
携
拡
大
な
ど
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
取

組
等
を
推
進
し
ま
す
。

＜事業の全体像＞

森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策

＜対策のポイント＞
カーボンニュートラル等を実現し、花粉発生量の削減にも資するよう、川上から川下までの森林・林業・木材産業政策を総合的に推進します。

＜政策目標＞
国産材の供給・利用量の増加（ 百万 ［令和４年］→ 百万 ［令和 年まで］）

１．林業・木材産業循環成長対策

３．建築用木材供給・利用強化対策

４．木材需要の創出・輸出力強化対策

６．「新しい林業」に向けた林業経営育成対策

７．林業・木材産業金融対策

２．林業デジタル・イノベーション総合対策

５．森林・林業担い手育成総合対策

．森林・山村地域振興対策

【令和６年度予算概算決定額 （ ）百万円 】
（令和５年度補正予算額（林業･木材産業国際競争力強化総合対策） 百万円）
（令和５年度補正予算額（花粉の少ない森林への転換促進緊急総合対策） 百万円）

一
部
公
共

公
共

公
共

・新規就業者への体系的な研修、就業前の青年への
給付金支給、林業経営体の労働安全対策を支援

・伐採から再造林・保育に至る収支がプラスとなる経営
モデルの構築を支援

・意欲と能力のある林業経営者が行う機械導入・施設
整備に対する融資の円滑化を支援

・地域住民や地域外関係者による森林の保全管理等
を支援

・路網の整備・機能強化、高性能林業機械の導入、搬出間伐を支援
・木材加工流通施設、木造公共建築物の整備を支援
・木質バイオマス利用促進施設、特用林産振興施設の整備を支援

・林業機械の自動化・遠隔操作化や木質系新素材の開発・
実証、森林資源情報のデジタル化、新技術を活用する高度
技術者の育成、デジタル林業戦略拠点の構築を支援

・都市部における建築用木材の利用実証・普及、JAS製材の
サプライチェーン構築、製材やCLTを用いた建築物の低コスト
化に向けた技術開発や設計・建築実証を支援

・木の効果の見える化や木材製品の輸出促進を支援
・「地域内エコシステム」の展開、特用林産物の需要拡大を支援
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か
つ
て
は
、
筏
師
が
丸
太
で
筏
を
組
み
、

巧
み
に
操
舵
し
て
下
流
の
貯
木
場
に
運
ん
で

い
ま
し
た
が
、
ダ
ム
、
森
林
鉄
道
、
林
道
の

建
設
が
進
む
中
で
、
日
本
各
地
の
筏
流
し
の

文
化
は
１
９
５
０
〜
６
０
年
代
に
消
失
す
る

運
命
を
辿
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
筏
流

し
の
技
術
を
観
光
筏
下
り
事
業
と
し
て
復
活

さ
せ
、
継
承
し
て
き
た
稀
有
な
事
例
が
、
今

回
紹
介
す
る
北
山
川
流
域
で
の
取
組
で
す
。

　

熊
野
川
支
流
の
北
山
川
で
は
、
15
世
紀
半

ば
か
ら
16
世
紀
末
に
は
筏
流
し
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
現
在
の
行
政
区
分
で
い
え
ば
、

奈
良
県
下
北
山
村
や
和
歌
山
県
北
山
村
の
筏

師
が
、「
組
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
任
さ
れ
た
区
間
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

上
流
か
ら
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
瀞
峡
を

通
過
し
な
が
ら
、河
口
の
新
宮
の
貯
木
場
ま
で
、

一
週
間
程
度
か
け
て
材
を
運
び
ま
し
た
。

　

北
山
川
に
は
瀬
や
滝
が
多
く
存
在
し
、
高

度
な
操
舵
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
水
量

の
少
な
い
支
流
で
は
、運
び
出
す
丸
太
を
使
っ

て
人
工
的
に
堰
を
作
っ
て
水
を
貯
め
、
そ
の

堰
を
壊
し
て
材
を
運
ぶ
鉄
砲
流
し
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
い
操
舵
技
術
が
評
価
さ
れ
、

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、
現
在
の
中

国
と
北
朝
鮮
の
国
境
付
近
に
あ
る
鴨
緑
江
に

筏
流
し
の
出
稼
ぎ
に
招
か
れ
た
記
録
も
残
っ

て
い
ま
す
。

　

１
９
５
０
年
代
に
入
る
と
、
熊
野
川
流
域

で
の
大
規
模
な
ダ
ム
建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
、

流
筏
組
合
に
よ
る
反
対
運
動
の
声
も
届
か
ず
、

日本の林業遺産を知ろう！
日本森林学会による

東京大学　柴崎茂光

北山川の筏流し技術

ど
ろ
き
ょ
う

急流区間を巧みに操舵する筏師たち

お
う
り
ょ
っ
こ
う

122024.1 No.202林野



写
真
提
供
：
新
宮
木
材
協
同
組
合
、
千
葉
県
立

　
　
　
　
　

中
央
博
物
館

参
考
文
献
：
島
田
錦
蔵
（
１
９
７
４
）『
流
筏
林
業

　
　
　
　
　

盛
衰
史-

吉
野
北
山
林
業
の
技
術
と

　
　
　
　
　

経
済
』
土
井
林
学
振
興
会

　
　
　
　
　

北
山
村
史
編
纂
委
員
会
（
１
９
８
７
）

　
　
　
　
　
『
北
山
村
史
下
巻
』
北
山
村
役
場

大正期の北山川筏流し鉄砲流し新宮の貯木場

昭和初期の絵葉で紹介された筏流し

七色ダム

観光筏下り

特産品「じゃばら」の搾汁作業

七
色
ダ
ム
、
小
森
ダ
ム
な
ど
が
相
次
い
で
建

設
さ
れ
、
１
９
６
３
年
を
最
後
に
筏
流
し
も

途
絶
え
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
半
ば
、
筏

流
し
を
懐
か
し
む
村
民
の
声
を
受
け
て
、
高

須
治
視
村
長
（
当
時
）
は
、
観
光
筏
下
り
事

業
を
通
じ
て
、
筏
流
し
の
文
化
を
復
活
さ
せ

る
方
針
を
表
明
し
ま
す
。
近
畿
運
輸
局（
当
時
）

と
の
数
年
間
に
わ
た
る
協
議
を
経
て
、
安
全

に
配
慮
す
る
こ
と
条
件
に
、
一
部
区
間
に
つ

い
て
、
観
光
筏
下
り
事
業
が
特
別
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
７
９
年
か
ら
観
光
筏
下
り

事
業
は
開
始
さ
れ
、
筏
師
の
巧
み
な
舵
や
櫂

さ
ば
き
は
た
ち
ま
ち
評
判
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

禍
前
ま
で
、
毎
年
５
，０
０
０
人
以
上
の
安

定
し
た
集
客
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
５
月
３

日
か
ら
９
月
30
日
の
期
間
に
「
オ
ト
ノ
リ
ー

小
松
」
の
区
間
を
70
〜
80
分
ほ
ど
か
け
て
、

１
日
２
便
の
観
光
筏
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

半
世
紀
近
く
続
く
観
光
筏
下
り
の
事
業
で

す
が
、
こ
の
間
、
官
民
が
連
携
し
て
難
題
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
当
初
、
筏
流
し
の

経
験
者
が
筏
師
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
が
、

高
齢
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
北
山
村
は
、

１
９
９
８
年
か
ら
筏
師
後
継
者
育
成
事
業
を

開
始
し
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
筏
師
と
し
て
育

成
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
現
在
、
16

人
の
筏
師
が
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
育
成
事

業
を
通
じ
て
定
着
し
た
方
達
で
す
。

　

ま
た
観
光
筏
下
り
事
業
を
運
営
し
て
い
る

の
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
北
山
振
興
株
式
会

社
（
以
下
、
北
山
振
興
）
で
す
。
安
全
運
航

の
た
め
に
、
毎
朝
夕
の
筏
の
取
り
付
け
・
外

し
の
作
業
に
抜
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常

運
航
と
は
別
に
、
練
習
筏
と
い
っ
た
研
修
も

頻
繁
に
行
い
、
安
全
性
を
高
め
る
地
道
な

努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
観
光

筏
下
り
事
業
だ
け
で
な
く
、
村
の
特
産
品

で
あ
る
「
じ
ゃ
ば
ら
」
の
栽
培
・
加
工
事
業
、
冬

季
の
間
伐
事
業
と
い
っ
た
一
次
産
業
や
、
ご
み

収
集
事
業
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
送
迎
事
業
も
北
山
振
興
の
職
員
が

担
っ
て
い
ま
す
。
北
山
振
興
は
、
筏
流
し
の

文
化
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
北
山
村
の

産
業
・
生
活
機
能
も
支
え
る
中
核
的
な
存
在

と
い
え
ま
す
。

　

筏
流
し
の
文
化
が
末
長
く
継
承
さ
れ
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
北
山
村
を
訪
れ
て
、
観
光
筏

下
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

か
じ

か
い
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シリーズ
新しい林業

伐
っ
た
ら
直
ぐ
に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
え
て
、

防
草
シ
ー
ト
や
マ
ル
チ
ャ
ー
で
楽
下
刈
り
を
！

　

都
城
森
林
組
合
で
は
、
以
前
よ
り
ス
ギ
コ

ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年

度
の
出
荷
量
は
約
50
万
本
と
な
り
、
年
間
を

通
し
て
植
林
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
再
造
林
面
積
の
増
加
に
よ
り
毎
年
の

下
刈
面
積
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
就
労
環
境

を
改
善
す
る
た
め
、
下
刈
作
業
の
省
力
化
な

ど
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耳
川
広
域
森
林
組
合
で
は
、
全
国

有
数
の
ス
ギ
資
源
量
を
抱
え
て
お
り
、
再
造

林
率
も
約
90
％
と
循
環
型
林
業
が
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
主
伐
の
奥
地
化
や
、

作
業
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
加
え
、
シ
カ
の

食
害
を
防
ぐ
た
め
の
防
護
ネ
ッ
ト
の
敷
設
の

効
率
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
都
城
森
林
組
合
、
耳
川
広
域

森
林
組
合
は
、
宮
崎
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
、

実
証
内
容

豊
田
通
商（
株
）と
共
同
で
、「
伐
っ
た
ら
直

ぐ
に
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
え
て
、
防
草
シ
ー
ト

や
マ
ル
チ
ャ
ー
で
楽
下
刈
り
を
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
既
存
の
ト
ラ
ッ
ク
を
独
自
に
改
良
し

た
箱
型
４
ｔ
・
４
Ｗ
Ｄ
ダ
ン
プ
を
導
入
し
た

搬
出
コ
ス
ト
の
低
減
や
、
コ
ン
テ
ナ
苗
と
マ

ル
チ
ャ
ー
、
防
草
シ
ー
ト
等
を
組
み
合
わ
せ

た
軽
作
業
で
効
率
性
・
収
益
性
が
高
い
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
を
実
証
し
て
い

ま
す
。

１
、
素
材
生
産

　

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
取
り
外
し
可
能
な
箱

を
設
置
し
た
４
Ｗ
Ｄ
ダ
ン
プ
「
都
城
工
デ
ィ

シ
ョ
ン
（
図
１
）」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

　

林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、

経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
宮
崎
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

図１　都城エディション

宮崎県

短
尺
材
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
運
搬
コ
ス
ト
を

20
％
削
減
す
る
ほ
か
、
小
規
模
皆
伐
地
に
お

け
る
搬
出
コ
ス
ト
を
３
０
０
円
／
㎥
削
減
、

未
利
用
バ
ー
ク
を
使
っ
て
路
盤
の
補
修
を
行

う
こ
と
で
費
用
の
20
％
削
減
を
図
る
こ
と
を

目
標
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
、
再
造
林
・
保
育

　

再
造
林
に
あ
た
り
、
主
伐
後
に
短
尺
材
等

を
搬
出
す
る
こ
と
で
地
拵
経
費
を
５
％
削
減
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実
証
結
果

１
、
素
材
生
産

　

搬
出
コ
ス
ト
の
削
減
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
ま

し
た
。
一
方
、
短
尺
材
は
、
価
格
が
バ
イ
オ

マ
ス
向
け
の
２
・
４
ｍ
材
よ
り
３
千
円
／
㎥

程
度
安
い
た
め
、
現
場
従
業
員
の
所
得
向
上

に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
短
尺
材
の
価
格
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

都
城
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
よ

り
低
コ
ス
ト
に
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
雨
季
な
ど
の
走
行
性
能
の
検
証

が
必
要
で
す
。

図２　マルチャー

図３　防草シート

図４　一輪クローラ

今
後
の
取
組

　

今
後
は
、
前
述
の
各
実
証
結
果
の
課
題
や

検
証
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
証
で
得
た

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
県
内
外
に
取
組

を
働
き
か
け
、
実
装
・
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
将
来
に
は
、
25
年
で
皆
伐
・

再
造
林
で
き
る
林
業
を
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

２
、
再
造
林
・
保
育

　

地
拵
・
下
刈
作
業
に
マ
ル
チ
ャ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
は
想
定
通
り
の
成
果
を
上
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
ｍ
幅
員
の
仮
設
路
を
作
設
す

る
こ
と
で
30
度
程
度
ま
で
の
傾
斜
地
で
も
作

業
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に

ど
う
組
み
込
む
か
、
マ
ル
チ
ャ
ー
を
ど
う
運

搬
す
る
か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

防
草
シ
ー
ト
は
、
約
２
年
で
樹
高
が
２
・

２
ｍ
に
な
っ
た
苗
木
も
あ
り
、
効
果
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
土
壌
水
分
が
多
い
箇
所
は
早
く

腐
食
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
今
後

は
、
土
壌
、
伐
採
前
の
下
層
植
生
、
斜
面
の

方
角
な
ど
を
因
子
と
す
る
分
析
・
検
証
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
、
資
材
運
搬

　

苗
木
運
搬
車
が
通
れ
な
い
箇
所
や
造
林
地

内
で
の
一
輪
ク
ロ
ー
ラ
の
使
用
は
、
コ
ン
テ

ナ
苗
の
運
搬
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。

３
、
資
材
運
搬

　

シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
と
コ
ン
テ
ナ
苗
を
大
型

ド
ロ
ー
ン
で
同
時
に
運
搬
す
る
こ
と
に
よ
り
、

コ
ス
ト
の
削
減
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
０
０
㎏
ま
で
運
搬
で
き
る
ク
ロ
ー
ラ

型
運
搬
車
に
加
え
て
、
植
栽
場
所
に
少
量
を

運
搬
で
き
る
一
輪
ク
ロ
ー
ラ
（
図
４
）
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
植
栽
作
業
の
軽
労
化
を
実

証
し
ま
し
た
。

と
と
も
に
、
新
た
に
薄
く
て
軽
い
コ
ー
ヒ
ー

豆
や
香
料
用
の
麻
袋
を
実
証
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ー
ト
に
木
タ
ー
ル
や
木
酢
液

を
含
浸
さ
せ
る
こ
と
で
耐
久
性
の
向
上
と

シ
カ
等
の
忌
避
効
果
を
実
証
し
ま
し
た
。

す
る
と
と
も
に
植
栽
除
地
を
10
％
削
減
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
成
長
の
早
い
苗
木

を
使
い
、
傾
斜
度
20
度
未
満
の
と
こ
ろ
で
は

マ
ル
チ
ャ
ー
を
使
用
し
、
傾
斜
度
20
度
以
上

の
と
こ
ろ
で
は
防
草
シ
ー
ト
敷
設
す
る
こ
と

で
、
下
刈
を
４
年
生
で
終
え
る
こ
と
と
し
、

前
者
で
は
経
費
を
30
％
、
後
者
で
は
人
工
数

を
70
％
削
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
マ
ル
チ
ャ
ー
（
図
２
）
は
、
緩
傾
斜

地
に
加
え
、
30
度
程
度
の
傾
斜
地
で
も
幅

員
２
ｍ
の
仮
設
路
を
作
設
す
る
こ
と
で
地

拵
作
業
が
で
き
な
い
か
と
試
行
し
ま
し
た
。

下
刈
で
は
、
誤
っ
て
刈
ら
な
い
よ
う
に
苗
木

や
植
栽
位
置
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

防
草
シ
ー
ト
（
図
３
）
に
は
、
既
存
の
も
の
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当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
小
中
学
校
が

行
う
森
林
に
関
す
る
授
業
の
支
援
、
地
域
と

連
携
し
た
木
工
作
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
、

気
象
害
に
よ
り
立
ち
枯
れ
が
発
生
し
た
森
林

の
再
生
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
（
写
真
１
〜
３
）。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
中
か
ら
、
北
海
道
標
茶

町
で
実
施
し
て
い
る
「
雷
別
地
区
自
然
再
生

事
業
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

所在地

区域面積

関係自治体

は
じ
め
に

国有林野事業の取組
事
業
の
概
要

釧
路
湿
原
の
源
流
部
に
位
置
す
る
雷
別
地

区
国
有
林
に
は
、
以
前
高
齢
級
の
ト
ド
マ
ツ

人
工
林
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
12
年
の
気
象
害
に
よ
り
立
ち
枯
れ
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
木
が
ま
ば
ら
に
な
る
な
ど

樹
冠
に
大
き
な
隙
間
が
生
じ
、
地
表
が
笹
に

北海道釧路市千歳町６－１１

５９９，６１７ha
うち森林面積   ３７５，１４７ha うち国有林面積   １８１，９７３ha

１市６町１村
釧路市、釧路町、厚岸町、浜中町、標茶町、弟子屈町、白糠町、鶴居村

管内概要

　釧路湿原森林ふれあい推進センターは、北海道東部の釧路地方に
位置しており、根釧西部森林管理署が管理経営する国有林を主な活
動区域としています。
この区域は、釧路湿原、阿寒摩周の２つの国立公園、ラムサール条約

登録湿地などに加えて、令和３年３月には厚岸霧多布昆布森国定
公園が新たに指定されており、雄大な自然環境を有しています。
　当センターは、フィールドの特徴を踏まえて、森林環境教育
に携わる教育関係者、ボランティア団体・地域住民、企業、行政
機関等の活動支援や技術指導を行っています。

こんせん

あっけし しべちゃ てしかが しらぬか つるい

覆
わ
れ
た
笹
地
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

森
林
が
笹
地
に
な
る
と
、
当
該
森
林
の
有

す
る
水
土
保
全
機
能
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
被
害
跡
地
を
回

復
さ
せ
る
た
め
、
平
成
19
年
に
雷
別
地
区
自

然
再
生
事
業
実
施
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
域
住
民
、

社
会
貢
献
活
動
を
行
う
企
業
と
の
協
働
に
よ

り
、
郷
土
樹
種
で
あ
る
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ハ
ル
ニ

レ
な
ど
の
広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
森
林
再
生

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
再
生
の
方
針

被
害
跡
地
の
笹
を
取
り
除
き
、
種
子
を
落

と
す
母
樹
が
多
い
箇
所
は
「
天
然
更
新
箇
所
」

と
し
て
自
然
の
力
に
委
ね
、
少
な
い
箇
所
は

「
人
工
植
栽
箇
所
」
と
し
て
地
域
の
方
々
と
の

協
働
に
よ
り
広
葉
樹
を
植
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
小
の
樹
木
が
ま
と
ま
っ
て
育
っ
て
い

雷
別
地
区
自
然
再
生
事
業
と

今
後
の
環
境
に
配
慮
し
た
取
組

ら

い

べ

つ

ら
い
べ
つ

あ か ん ましゅう

あ っ け し き り たっぷ こ ん ぶ も り

釧路 根室

●

●
●

根釧西部森林管理署

釧路湿原森林ふれあい推進センター

根釧東部森林管理署

北海道
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る
箇
所
は
「
保
全
箇
所
」
と
し
て
手
を
付
け

ず
に
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
（
図
）。

　

一
方
、「
天
然
更
新
箇

所
」
で
も
順
調
に
天
然

更
新
さ
れ
な
い
箇
所
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
に
は
様
々
な
原
因
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

芽
生
え
た
樹
木
が
野
生

生
物
に
よ
り
食
害
を
受

け
る
こ
と
が
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

そ
の
よ
う
な
箇
所
で
は

植
栽
を
行
い
つ
つ
、
植

栽
木
に
高
さ
１
８
０
cm

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

保
護
管
を
被
せ
て
保
護

し
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

今
後
の
展
開

写真２　ボランティアによる植栽写真３　ＪＩＣＡ研修員への自然再生事業の説明

写真４　保護管を被せた植栽木

写真１　樹木解説

今
後
の
展
開

　

環
境
に
配
慮
し
た
施
業
を
推
進
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
生
分
解
性
保
護
管
を
試
験
的
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
植
栽
木

が
成
長
し
た
後
の
保
護
管
の
回
収
作
業
に
係

る
負
担
の
軽
減
な
ど
も
期
待
で
き
ま
す
。
今

後
、
耐
久
性
な
ど
の
確
認
の
た
め
経
過
観
察

を
行
い
、
有
効
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
現
在
使
用
し
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
回
収
後
の

再
利
用
の
可
能
性
を
探
る
な
ど
、
有
効
利
用

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
環
境
に
配
慮
し
た
野

生
生
物
の
食
害
対
策
に
努
め
つ
つ
、
地
域
の

方
々
と
の
協
働
に
よ
り
広
葉
樹
の
植
栽
な
ど

を
進
め
、
水
土
保
全
機
能
の
回
復
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

保
護
管
使
用
に
よ
る
成
果

以
前
、
天
然
更
新
木
や
植
栽
木
の
食

害
は
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
も
の
と
考
え
、

防
鹿
柵
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
設
置
後
も
被
害
が
減
ら
な
い
た
め
、

平
成
28
年
度
に
現
地
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
の
画
像
な
ど
か

ら
、
野
ウ
サ
ギ
が
防
鹿
柵
の
網
目
か
ら

侵
入
し
、
植
栽
木
を
摂
食
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
以
降
、
保
護
管

を
被
せ
る
こ
と
と
し
た
こ
と
で
、
植
栽

翌
年
の
生
存
率
が
90
％
以
上
と
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
植
栽
後
13
年
が
経
過
し
た
区

画
で
も
、
順
調
な
生
育
を
見
せ
て
お
り
、

今
後
の
成
長
も
期
待
で
き
る
状
況
で
す

（
写
真
５
）。

写真５　植栽後１３年が経過

ぼ
う
ろ
く
さ
く

図　森林再生のイメージ

母樹 保全箇所

笹地 天然

稚樹・小径木等

人工
植栽箇所

天然 人工
植栽箇所

天然 人工
植栽箇所トドマツ残存木
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みどりの

大使
が行く！

2023ミス日本みどりの大使

上村 さや香
かみむら　　　 　  か

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
３

こ
ん
に
ち
は
♪  

ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使

上
村
さ
や
香
で
す
。
約
１
年
間
、
読
者
の
皆

さ
ん
と
月
に
１
度
こ
う
し
て
お
会
い
で
き
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
み
ど
り
の
大
使
と

し
て
25
都
道
府
県
に
行
き
、
１
２
０
回
以
上

の
活
動
、
約
50
回
の
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
代
の
み
ど
り
の

女
神
の
先
輩
方
か
ら
の
大
切
な
バ
ト
ン
を
全

力
で
繋
ぎ
、
今
ま
で
で
１
番
の
数
の
活
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
大
使
と
し
て
過
ご
し
た
日
々
は

奇
跡
の
連
続
で
し
た
。
何
ひ
と
つ
欠
け
て
も

今
日
ま
で
辿
り
着
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
私
の
特
技
で
あ
る

「
音
楽
」
を
通
じ
て
森
林
循
環
の
大
切
さ
や

尊
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。
国
産
木
材
ギ

タ
ー
と
出
会
い
、
林
業
視
察
の
経
験
か
ら
生

ま
れ
た
「
森
で
愛
ま
し
ょ
う
」
の
楽
曲
制
作

一
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ギ
タ
ー
製
作
に
数
々
の
森
林

の
中
で
の
ラ
イ
ブ
。
12
年
間
音
楽
を
続
け
て

き
た
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
、
こ
の
日
々
の

た
め
に
続
け
て
き
た
の
だ
と
心
か
ら
思
え
る

何
に
も
代
え
が
た
い
宝
物
の
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
月
は
エ
コ
プ
ロ
２
０
２
３
に
て
「
ウ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
３
」
表
彰
式
ア
シ
ス

タ
ン
ト
、
受
賞
記
念
セ
ミ
ナ
ー
の
司
会
を
務

め
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
受
賞
コ
メ
ン
ト

や
製
作
へ
の
想
い
を
お
聞
き
し
て
よ
り
一
層
、

森
林
と
人
の
深
い
繋
が
り
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
中
で
特
に
気
に
な
っ
た
の
は

「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
製
材
所
の
仕

事
を
疑
似
体
験
で
き
る
ゲ
ー
ム
キ
ッ
ト
で

す
。
木
製
の
カ
ー
ド
に「
梁
」「
４
０
，０
０
０
」

な
ど
と
文
字
が
彫
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
ワ
ク

ま
た
森
で
愛
ま
し
ょ
う
！

　

現
在
、「
国
産
木
材
ギ
タ
ー
を
通
じ
て
森

林
循
環
を
聴
衆
に
伝
え
る
演
奏
会
の
設
計
と

実
践
」
と
題
し
た
修
士
論
文
を
執
筆
し
て
い

ま
す
。
こ
の
１
年
間
の
貴
重
な
経
験
と
皆
様

へ
の
感
謝
を
込
め
、
背
筋
を
伸
ば
し
て
書
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
言
葉
を

通
じ
、
林
業
に
貢
献
し
て
い
け
る
存
在
で
い

ら
れ
る
よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
３
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の
大
使
と
い

う
称
号
は
永
遠
不
滅
で
す
の
で
、
ま
た
皆
様

と
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
♪

　
「
そ
れ
で
は
ま
た
、
森
で
愛
ま
し
ょ
う
！
」

　

１
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
が
か
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し

か
っ
た
言
葉
に
「
上
村
さ
ん
の
演
奏
や
Ｍ
Ｃ

を
聞
く
と
音
の
奥
に
あ
る
森
林
に
想
い
を
馳

せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
が
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
の
作
品
を
手
に
取
っ
た
時
、
同
じ
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
温
か
い
作
品
の
奥
に
は
木
を

守
り
育
て
伐
っ
て
、
製
材
す
る
林
業
従
事
者

の
皆
様
、
作
品
を
作
る
製
作
者
の
皆
様
、
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
が
そ
の
製
品
を
「
使
う
」
消

費
者
で
あ
る
私
た
ち
に
届
き
、
ま
さ
に
森
林

循
環
を
表
現
し
て
い
る
素
敵
な
作
品
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。

ワ
ク
し
ま
し
た
！
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
製
材
会
社

を
経
営
し
、
よ
り
多
く
の
お
金
を
稼
ぐ
こ
と

を
目
指
す
、
木
の
こ
と
を
遊
び
な
が
ら
学
べ

る
木
育
ゲ
ー
ム
で
す
。
林
業
や
木
に
詳
し
く

な
い
友
人
と
も
一
緒
に
楽
し
め
そ
う
で
す
。

　
「
木
の
冷
蔵
庫
」
は
そ
の
名
の
通
り
外
装

が
木
製
の
冷
蔵
庫
で
イ
ン
パ
ク
ト
は
絶
大
！

見
た
目
も
温
か
み
が
あ
り
素
敵
で
す
が
、
断

熱
性
能
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
る
そ
う
。

木
質
化
空
間
、
憧
れ
る
な
ぁ
♪

　

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
の
は
、
林
業×

福
祉
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
森
ｔ
ｅ
ｂ
ａ
ｃ
ｏ
」の
作
品
で
す
。

林
業×

福
祉(

り
ん
ぷ
く)

連
携
を
テ
ー
マ

に
、
埼
玉
県
産
ヒ
ノ
キ
で
時
計
や
カ
レ
ン

ダ
ー
、
温
も
り
あ
る
木
製
の
フ
レ
ー
ム
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
方
々
が
継
続
的

に
働
く
場
、
誇
り
を
持
て
る
仕
事
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
取
組
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

は
り
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1
緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは？
　緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和５年は１３の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

受賞者紹介

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

大牟田生物愛好会 （福岡県大牟田市）

同会は、昭和４４年に結成されて以来、大牟田市と周辺地域において、動植物の観察会や生息調査を継
続して実施してきました。活動の成果に学術的な同定・分類を加えることで、地域の植物種が減少してい
ることを明らかにするなど、地域の自然環境保全に重要な役割を果たしています。また、地域の里山の整備・
保全活動に取り組むほか、小中学生や一般市民を対象とした観察会等を開催し、自然環境の保全に対する
意識の醸成に貢献しています。

▲ 地元小学生を対象とした自然観察会 ▲ 定例観察会での植物調査▲ 定例観察会

奈半利町立奈半利中学校 （高知県奈半利町）

同校は、平成１１年から、学校周辺の花壇や国道沿いで花苗の植栽や維持管理、清掃活動等を年間７０日
にわたり実施し、地域の緑化に貢献しています。また、地元自治体や道路管理者である国土交通省と協定
を結び、国道沿いの環境整備に取り組むボランティアサポートプログラム ｢ふれあい海道｣ を展開し、地
域住民と連携して美しい花で地域を訪れる人々を迎えています。

▲ 国道５５号沿いの花植え作業 ▲ 実行委員会のメンバー▲ 植樹帯での花壇の管理

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

令和５年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰




